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目的 

タイムラプス観察を用いて受精後から第一、第二卵割までの時間、及び一度の分割で 3 細胞

以上に分割する異常分割の割合を比較し、胚盤胞形成や着床の有無と関連する因子を後方

視的に検討した。 

 

方法 

インフォームドコンセントの得られた 2013 年 11月から 2014年 5月までに体外受精－胚移植

を行った 34周期 301個の受精卵を対象とした。タイムラプス観察には Primo Vision (Vitrolife)

を使用し、10 分間に一度、画像取得を行った。受精は一般体外受精もしくは顕微授精で行い、

受精から 3日後に単一胚移植、余剰胚は 5～6日目まで培養を継続した。検討は受精後から

第一及び第二卵割までの時間、及び異常分割率を、検討①：胚盤胞(BL)形成の有無、検討

②：着床の有無、検討③：異常分割の有無で分けて比較した。 

 

結果 

検討①：BL群及び非BL群の第一卵割時間、第二卵割時間の平均はそれぞれ 24.5h、38.3h、

及び 28.2h、42.6h と差がみられた(P＜0.05)。また、異常分割率は非 BL 群で増加した (29.4% 

VS 57.7% ：P＜0.05)。検討②：着床群及び非着床群の第一卵割時間、第二卵割時間の平均

はそれぞれ 25.9h、37.8h、及び 26.2h、38.7h と差はみられなかった。しかし、異常分割率は非

着床群で増加した(7.7% VS 60.0% ：P＜0.05)。検討③：正常分割群及び異常分割群の第一卵

割時間、第二卵割時間の平均はそれぞれ 25.6h、37.9h、及び 28.9h、42.4h と差がみられた。 

 

考察 

今回の検討で非 BL 群と非着床群において異常分割率が増加し、非 BL 群及び異常分割群に

おいて第一卵割時から発育遅延することがわかった。このことから、第一卵割において早

期の正常な分割を確認することがその後の発育予測に重要であることが示された。 


